
国
経
済
統
合
す
る
世
界

東
ア
ジ
ア
が
行
方
を
握
る

２．
世
紀
の
世
界
経
済

中
国
、
イ
ン
ド
と
い
っ
た

新
興
経
済
大
国
の
動
向
が
、
今
後
の

世
界
経
済
を
左
右
す
る
も
の
と
し
て

注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。

GDP
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■  |               インドを含めた東アジア共同体諸

GDPでみると、NAFTA、 EU、 東ア ィ´ ´国には、世界人口の半分近くが集中

ジア共同体の3つで世界の約850/●     している。この巨大な人口は、経済

を占めており、世界経済は三極化し    発展の要因の1つでもある。
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EU
71%

NAFTA
6.8%

１
９
９
０
年
代
に
加
速
し
た

欧
・米
の
経
済
統
合

１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
、
世
界
各
地
で
地

域
経
済
圏
の
形
成
が
活
発
化
し
た
。

７０
年
代
以
降
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ

や
日
本
な
ど
に
遅
れ
を
と
る
こ
と
を
懸
念
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
通
貨
統
合
を
含
め
た
単

一
市

場
の
形
成
を
目
ざ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

９３
年
に
は
ヨ
…
ロ
ッ
パ
共
同
体

（
Ｅ
Ｃ
）
を
拡

大

。
強
化
し
た
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）が
発
足
し
、

９９
年
に
は
米
ド
ル
の

一
極
支
配
に
対
抗
す
る
統

一
通
貨

ユ
ー
ロ
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
２
０

０
４
年
に
は
東
欧
諸
国
な
ど
１０
カ
国
が
新
た
に

加
盟
し
、
Ｅ
Ｕ
は
人
口
や
経
済
規
模
で
ア
メ
リ
カ

に
匹
敵
す
る
巨
大
な
単

一
市
場
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
も
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

動
き
に
対
抗
し
て
９４
年
に
は
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
ョ

と
北
米
自
由
貿
易
協
定

（
Ｎ
Ａ
Ｆ
丁
Ａ
）
を
発

効
し
、
段
階
的
な
関
税
撤
廃
な
ど
に
よ
る
市
場

統
合
を
目
ざ
し
て
い
る
。

存
在
感
増
す
束
ア
ジ
ア
と

３０
億
人
巨
大
市
場
の
可
能
性

一
方
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
１
９
９
７
年
の
経

済
危
機
で

一
時
は
成
長
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ

た
が
、
「
世
界
の
工
場
」
と
よ
ば
れ
る
中
国
が
、

富
裕
層
の
拡
大
と
と
も
に
巨
大
市
場
と
し
て
も

期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
中
国
に
け
ん
引

さ
れ
る
形
で
活
力
を
取
り
戻
し
た
。
こ
う
し
て

北米 自由貿易協定

(NAFTA)
アメリカ、カナダ、メキシコの北
米3カ国による自由貿易協定。
域内の関税撤廃などを取り決め。

中南米を含む米州自由貿易日に
拡大させる構想がある。

Brazi:/ブラジル
鉄鉱石をはじめ鉱物資源が豊富。

南米共同市場(メ ルコスール)の盟
主的存在で、中国との貿易が好調。

その他 東アジア
155% 共同体
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実現するか
東アジア共同体

ASEAN(東南アジア諸国連合)

に日本、中国、韓国を加えた13カ

国を中心にして、東アジア諸国が共

同体の結成を視野に入れて経済・政
｀

治の幅広い分野で地域統合を進め

る「東アジア共同体構想」が提

唱
¬0もち
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人口

4.6憶人
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※図中のGDPと 人口は
2005年 の統計です。

出典 :

IMF「Wo‖d Economic Outlook Database,Apri1 2006」
(財 )世界の動き社『世界の国一覧表 2006年版』

東
ア
ジ
ア
は
世
界
経
済
で
の
存
在
感
を
増
し
、

世
界
経
済
は
米

・
欧

。
東
ア
ジ
ア
の
三
極
化
の

様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
東
ア
ジ
ア
の
各
国
は
、

９７
年
の
経
済

危
機
以
降
、
地
域
協
力
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
日
・
中

・
韓
に
よ
る
首
脳
会
議

を
開
催
。
さ
ら
に
中
国
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
自

由
貿
易
協
定
（Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
を
模
索
し
は
じ
め

る
と
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
圏
構
想
は
に
わ

か
に
活
発
化
。
２
０
０
０
年
か
ら
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
＋
日
中
韓
に
よ
る
「
東
ア
ジ
ア
自
由
貿
易
圏
」

創
設
の
話
し
合
い
が
始
ま
り
、

０２
年
か
ら
は
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
構
想
の

一
環
と
し
て
０５
年
１２
月

に
開
催
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
日
中
韓
に
加
え
、
新
興
経
済
大
国

「
Ｂ
Ｒ
ｌ
Ｃ

ｓ
」
の

一
角
で
あ
り
、

１０
億
人
の
人

口
と
自
由
化
政
策
を
背
景
に
経
済
成
長
を
遂
げ

て
い
る
イ
ン
ド
な
ど
も
参
加
し
た
こ
と
で
、
人

口
３０
億
人
を
超
え
る
市
場
規
模
を
も
つ
地
域
共

同
体
誕
生
の
可
能
性
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

一詭
胡
準
踏
ｐ̈

「Ｂ
Ｒ
ｌ
Ｃ
Ｓ
」
と
は
、
フ̈
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ス

イ

ン
ド
、
中
国
の
新
興
経
済
大
国
の
頭
文
字
を
と

っ
た
造
語
で
あ
る
。
２
０
０
３
年
に
ア
メ
リ
カ
の

大
手
証
券
会
社
ゴ
ー
ル
ド
了
イ

サ
ッ
ク
ス
社
が

発
表
し
た
投
資
家
向
け
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
使
用

さ
れ
、
江ヽ
目
を
集
め
た
。
こ
れ
ら
４
カ
国
は
い
ず

れ
も
世
界
有
数
の
人
口
大
国
で
あ
り
、
国
土
が

広
い
こ
と
や
経
済
成
長
率
が
高
い
こ
と
も
共
通

し
て
い
る
。
と
く
に
中
国
、
イ
ン
ド
は
め
ざ
ま
し

い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
お
り
、
今
後
数
十
年
間

で
ア
メ
リ
カ
や
日
本
に
匹
敵
す
る
経
済
大
国
に

な
る
と
す
る
試
算
も
あ
る
。

囲
経
済
統
合
す
る
世
界

Russia/ロシア
石油。天然ガスの生産が好調で、経

済は成長軌道に。豊富な埋蔵量を

背景に、経済だけでなく政治面で

も国際的な影響力を強めている。

China/中国

改革・開放政策で急速な経済成長
を達成。「世界の工場」としての地
位を確立し、世界経済における存
在感をますます大きくしている。

欧州連合 (EU)
経済統合に関して先行するEUは、
1993年に発足。2004年に旧共
産圏の東欧諸国など10カ国が新
たに加盟し、25カ国に拡大。現在
はトルコなど4カ国が加盟交渉中。

:ndia/インド
IT関 係の人材の豊富さで傑出

しており、ソフトウェア開発な

どで無くてはならない存在に

なつている。中産階級も増え

つつあり、市場としても有望。
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